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重要文化財に
第一大戸川橋梁が
指定される

▲ 建設直後の状況（SLが通過中、写真提供：極東鋼弦コンクリート振興㈱）

　

第
一
大
戸
川
橋
梁
は
1
9
5
4
年
に
国
鉄

信
楽
線
（
現
在
は
信
楽
高
原
鐵
道
）
雲
井

|
信
楽
間
に
造
ら
れ
た
最
初
の
本
格
的
な

P
C
鉄
道
橋
で
あ
る
。場
所
は
滋
賀
県
甲
賀

市
信
楽
町
勅
旨
に
あ
る
。

　

我
国
の
鉄
道
橋
梁
の
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ

ン
ク
リ
ー
ト
（
P
C
）
技
術
へ
の
取
り
組
み

は
、国
鉄
構
造
物
設
計
事
務
所
の
前
身
で
あ

る
鉄
道
省
鉄
道
技
術
研
究
所
第
2
部
に
お

い
て
、1
9
4
3
年
ご
ろ
か
ら
、プ
レ
テ
ン

シ
ョ
ン
桁
の
実
験
を
始
め
た
こ
ろ
に
始
ま
る
。

1
9
3
8
年
に
仁
杉
巌
博
士
は
国
鉄
に
入

社
し
、こ
の
技
術
研
究
所
第
2
部
に
配
属
さ

れ
て
い
る
。す
ぐ
に
軍
に
召
集
さ
れ

1
9
4
3
年
に
研
究
所
に
戻
っ
て
い
る
。こ

の
こ
ろ
、吉
田
徳
次
郎
博
士
が
研
究
所
の
顧

問
を
さ
れ
、そ
の
指
導
の
下
に
仁
杉
博
士
が

プ
レ
テ
ン
シ
ョ
ン
桁
の
試
験
を
担
当
し
て
い
る
。

そ
の
後
を
猪
俣
俊
司
博
士
が
研
究
を
引
き

継
い
で
い
る
。P
C
桁
の
研
究
の
目
的
は
、当

時
高
価
だ
っ
た
鋼
材
を
減
ら
す
た
め
、鋼
材

の
少
な
い
構
造
を
開
発
す
る
こ
と
で
あ
っ
た

と
の
こ
と
を
仁
杉
博
士
か
ら
直
接
う
か
が
っ

た
こ
と
も
あ
る
。

　

プ
レ
テ
ン
シ
ョ
ン
方
式
は
枕
木
に
実
用
化

さ
れ
、コ
ン
ク
リ
ー
ト
鉄
道
橋
の
長
大
化
は

ポ
ス
ト
テ
ン
シ
ョ
ン
方
式
に
よ
っ
て
実
現
し
て

い
っ
た
。

　

仁
杉
博
士
が
大
阪
工
事
事
務
所
の
次
長

の
時
代
に
、信
楽
線
の
大
戸
川
に
か
か
っ
て

い
た
ス
パ
ン
10
m
の
鋼
桁
3
連
が
大
雨
に
よ

る
増
水
で
流
さ
れ
た
。そ
の
復
旧
に
P
C
桁

を
採
用
す
る
こ
と
を
決
め
た
の
が
仁
杉
博

士
で
あ
る
。基
本
設
計
は
、フ
ラ
ン
ス
人
技

師
コ
バ
ニ
コ
氏
（
極
東
鋼
弦
コ
ン
ク
リ
ー
ト

振
興
㈱
（
F
K
K
）
）
が
行
い
、国
鉄
の

特
殊
設
計
室
長
、友
永
和
夫
博
士
を
中
心

に
、吉
田
博
士
の
指
導
を
仰
ぎ
な
が
ら
、大

阪
工
事
事
務
所
に
て
、最
終
設
計
が
行
わ
れ

た
。フ
レ
シ
ネ
ー
工
法
は
1
9
5
2
年
に
、

国
鉄
入
社
が
仁
杉
博
士
よ
り
3
年
先
輩
の

藤
田
亀
太
郎
氏
が
日
本
に
導
入
し
、

F
K
K
を
設
立
し
て
い
る
。こ
の
第
一
大
戸

川
橋
梁
に
は
フ
レ
シ
ネ
ー
工
法
が
使
わ
れ
た
。

そ
れ
ま
で
使
わ
れ
て
い
た
マ
グ
ネ
ル
方
式
の

定
着
工
法
に
比
べ
て
一
度
に
12
本
の
P
C
鋼

線
が
緊
張
、定
着
で
き
る
の
で
作
業
能
率
の

向
上
に
貢
献
し
た
。

　

第
一
大
戸
川
橋
梁
は
、
そ
れ
ま
で
東
京
駅

構
内
の
ス
パ
ン
10
m
の
ホ
ー
ム
桁
や
大
阪
駅

構
内
に
用
い
ら
れ
て
い
た
ス
パ
ン
4
・
8
m

の
軌
道
桁
の
ポ
ス
ト
テ
ン
シ
ョ
ン
方
式
で
の

実
績
か
ら
一
気
に
ス
パ
ン
30
m
の
本
格
的
な

橋
梁
と
し
て
設
計
さ
れ
た
。コ
ン
ク
リ
ー
ト

強
度
は
4
5
0
㎏f
／
㎠
で
、
桁
高
／
ス
パ
ン

は
1
／
23
と
い
う
今
で
も
高
い
技
術
が
必

要
な
計
画
と
な
っ
て
い
る
。支
承
構
造
は
フ

ラ
ン
ス
で
用
い
ら
れ
て
い
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト

ロ
ッ
カ
ー
シ
ュ
ー
が
用
い
ら
れ
た
。コ
ン
ク

リ
ー
ト
は
、水
セ
メ
ン
ト
比
36
％
、ス
ラ
ン
プ

３
㎝
、
C
＝
4
5
0
㎏
／
㎥
が
用
い
ら
れ
た
。

グ
ラ
ウ
ト
は
フ
ラ
イ
ア
ッ
シ
ュ
混
入
W
／

（
C
＋
F
）＝
48
％
が
用
い
ら
れ
た
。

　

菅
原
操
博
士
は
、
第
一
大
戸
川
建
設
当
時

は
鉄
道
技
術
研
究
所
に
所
属
し
て
い
た
が
、

施
工
現
場
に
出
向
し
、
現
場
で
の
施
工
指
導

に
当
た
っ
て
い
る
。コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
施
工
や
、

緊
張
管
理
、グ
ラ
ウ
ト
の
配
合
、ク
リ
ー
プ
の

計
測
な
ど
の
指
導
に
当
た
っ
て
い
る
。現
地

に
は
、
乾
燥
収
縮
な
ど
の
計
測
用
の
供
試
体

が
建
設
当
時
か
ら
今
に
至
る
ま
で
お
い
て
あ

る
。桁
の
た
わ
み
や
、供
試
体
の
収
縮
な
ど
建

設
後
数
年
間
継
続
さ
れ
P
C
技
術
の
発
展

に
貢
献
し
た
。30
年
経
過
（
1
9
8
4
年
）

し
た
と
き
に
、
私
も
菅
原
博
士
と
一
緒
に
現

地
に
行
っ
て
計
測
を
行
っ
た
。そ
の
結
果
は

P
C
技
術
協
会
誌
（
V
o
l
・
29
、
N
o
・

4
、
1
9
8
7
）に
報
告
し
て
い
る
が
、
非
常

に
健
全
な
状
況
で
あ
っ
た
。

　

50
年
経
過
し
た
と
き
に
土
木
学
会
の
委
員

会
で
の
調
査
も
行
わ
れ
て
い
る
。そ
の
結
果
で

も
健
全
で
、コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
中
性
化
も
ほ
と

ん
ど
進
ん
で
い
な
い
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　

1
9
6
4
年
に
完
成
し
た
東
海
道
新
幹

線
に
は
約
4
0
0
連
の
P
C
桁
が
採
用
さ

れ
る
な
ど
、そ
の
後
の
新
幹
線
、高
速
道
路

な
ど
に
多
く
の
P
C
橋
梁
採
用
の
先
駆
け

に
本
橋
梁
が
な
っ
て
い
る
。

　

第
一
大
戸
川
橋
梁
が
重
要
文
化
財
に
指

定
さ
れ
た
こ
と
は
、P
C
技
術
が
評
価
さ
れ

た
も
の
で
、こ
れ
を
契
機
に
よ
り
一
層
の

P
C
技
術
の
発
展
を
期
待
す
る
。

特別寄稿

石橋 忠良

東日本旅客鉄道株式会社
構造技術センター顧問

♯002



41  　PCプレス　2021 ／ Sept. ／ Vol.026

PRESTRESSED CONCRETE CONTRACTORS ASSOCIATION

　

第
一
大
戸
川
橋
梁
は
1
9
5
4
年
に
国
鉄

信
楽
線
（
現
在
は
信
楽
高
原
鐵
道
）
雲
井

|
信
楽
間
に
造
ら
れ
た
最
初
の
本
格
的
な

P
C
鉄
道
橋
で
あ
る
。場
所
は
滋
賀
県
甲
賀

市
信
楽
町
勅
旨
に
あ
る
。

　

我
国
の
鉄
道
橋
梁
の
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ

ン
ク
リ
ー
ト
（
P
C
）
技
術
へ
の
取
り
組
み

は
、国
鉄
構
造
物
設
計
事
務
所
の
前
身
で
あ

る
鉄
道
省
鉄
道
技
術
研
究
所
第
2
部
に
お

い
て
、1
9
4
3
年
ご
ろ
か
ら
、プ
レ
テ
ン

シ
ョ
ン
桁
の
実
験
を
始
め
た
こ
ろ
に
始
ま
る
。

1
9
3
8
年
に
仁
杉
巌
博
士
は
国
鉄
に
入

社
し
、こ
の
技
術
研
究
所
第
2
部
に
配
属
さ

れ
て
い
る
。す
ぐ
に
軍
に
召
集
さ
れ

1
9
4
3
年
に
研
究
所
に
戻
っ
て
い
る
。こ

の
こ
ろ
、吉
田
徳
次
郎
博
士
が
研
究
所
の
顧

問
を
さ
れ
、そ
の
指
導
の
下
に
仁
杉
博
士
が

プ
レ
テ
ン
シ
ョ
ン
桁
の
試
験
を
担
当
し
て
い
る
。

そ
の
後
を
猪
俣
俊
司
博
士
が
研
究
を
引
き

継
い
で
い
る
。P
C
桁
の
研
究
の
目
的
は
、当

時
高
価
だ
っ
た
鋼
材
を
減
ら
す
た
め
、鋼
材

の
少
な
い
構
造
を
開
発
す
る
こ
と
で
あ
っ
た

と
の
こ
と
を
仁
杉
博
士
か
ら
直
接
う
か
が
っ

た
こ
と
も
あ
る
。

　

プ
レ
テ
ン
シ
ョ
ン
方
式
は
枕
木
に
実
用
化

さ
れ
、コ
ン
ク
リ
ー
ト
鉄
道
橋
の
長
大
化
は

ポ
ス
ト
テ
ン
シ
ョ
ン
方
式
に
よ
っ
て
実
現
し
て

い
っ
た
。

　

仁
杉
博
士
が
大
阪
工
事
事
務
所
の
次
長

の
時
代
に
、信
楽
線
の
大
戸
川
に
か
か
っ
て

い
た
ス
パ
ン
10
m
の
鋼
桁
3
連
が
大
雨
に
よ

る
増
水
で
流
さ
れ
た
。そ
の
復
旧
に
P
C
桁

を
採
用
す
る
こ
と
を
決
め
た
の
が
仁
杉
博

士
で
あ
る
。基
本
設
計
は
、フ
ラ
ン
ス
人
技

師
コ
バ
ニ
コ
氏
（
極
東
鋼
弦
コ
ン
ク
リ
ー
ト

振
興
㈱
（
F
K
K
）
）
が
行
い
、国
鉄
の

特
殊
設
計
室
長
、友
永
和
夫
博
士
を
中
心

に
、吉
田
博
士
の
指
導
を
仰
ぎ
な
が
ら
、大

阪
工
事
事
務
所
に
て
、最
終
設
計
が
行
わ
れ

た
。フ
レ
シ
ネ
ー
工
法
は
1
9
5
2
年
に
、

国
鉄
入
社
が
仁
杉
博
士
よ
り
3
年
先
輩
の

藤
田
亀
太
郎
氏
が
日
本
に
導
入
し
、

F
K
K
を
設
立
し
て
い
る
。こ
の
第
一
大
戸

川
橋
梁
に
は
フ
レ
シ
ネ
ー
工
法
が
使
わ
れ
た
。

そ
れ
ま
で
使
わ
れ
て
い
た
マ
グ
ネ
ル
方
式
の

定
着
工
法
に
比
べ
て
一
度
に
12
本
の
P
C
鋼

線
が
緊
張
、定
着
で
き
る
の
で
作
業
能
率
の

向
上
に
貢
献
し
た
。

　

第
一
大
戸
川
橋
梁
は
、
そ
れ
ま
で
東
京
駅

構
内
の
ス
パ
ン
10
m
の
ホ
ー
ム
桁
や
大
阪
駅

構
内
に
用
い
ら
れ
て
い
た
ス
パ
ン
4
・
8
m

の
軌
道
桁
の
ポ
ス
ト
テ
ン
シ
ョ
ン
方
式
で
の

実
績
か
ら
一
気
に
ス
パ
ン
30
m
の
本
格
的
な

橋
梁
と
し
て
設
計
さ
れ
た
。コ
ン
ク
リ
ー
ト

強
度
は
4
5
0
㎏f
／
㎠
で
、
桁
高
／
ス
パ
ン

は
1
／
23
と
い
う
今
で
も
高
い
技
術
が
必

要
な
計
画
と
な
っ
て
い
る
。支
承
構
造
は
フ

ラ
ン
ス
で
用
い
ら
れ
て
い
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト

ロ
ッ
カ
ー
シ
ュ
ー
が
用
い
ら
れ
た
。コ
ン
ク

リ
ー
ト
は
、水
セ
メ
ン
ト
比
36
％
、ス
ラ
ン
プ

３
㎝
、
C
＝
4
5
0
㎏
／
㎥
が
用
い
ら
れ
た
。

グ
ラ
ウ
ト
は
フ
ラ
イ
ア
ッ
シ
ュ
混
入
W
／

（
C
＋
F
）＝
48
％
が
用
い
ら
れ
た
。

　

菅
原
操
博
士
は
、
第
一
大
戸
川
建
設
当
時

は
鉄
道
技
術
研
究
所
に
所
属
し
て
い
た
が
、

施
工
現
場
に
出
向
し
、
現
場
で
の
施
工
指
導

に
当
た
っ
て
い
る
。コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
施
工
や
、

緊
張
管
理
、グ
ラ
ウ
ト
の
配
合
、ク
リ
ー
プ
の

計
測
な
ど
の
指
導
に
当
た
っ
て
い
る
。現
地

に
は
、
乾
燥
収
縮
な
ど
の
計
測
用
の
供
試
体

が
建
設
当
時
か
ら
今
に
至
る
ま
で
お
い
て
あ

る
。桁
の
た
わ
み
や
、供
試
体
の
収
縮
な
ど
建

設
後
数
年
間
継
続
さ
れ
P
C
技
術
の
発
展

に
貢
献
し
た
。30
年
経
過
（
1
9
8
4
年
）

し
た
と
き
に
、
私
も
菅
原
博
士
と
一
緒
に
現

地
に
行
っ
て
計
測
を
行
っ
た
。そ
の
結
果
は

P
C
技
術
協
会
誌
（
V
o
l
・
29
、
N
o
・

4
、
1
9
8
7
）に
報
告
し
て
い
る
が
、
非
常

に
健
全
な
状
況
で
あ
っ
た
。

　

50
年
経
過
し
た
と
き
に
土
木
学
会
の
委
員

会
で
の
調
査
も
行
わ
れ
て
い
る
。そ
の
結
果
で

も
健
全
で
、コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
中
性
化
も
ほ
と

ん
ど
進
ん
で
い
な
い
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　

1
9
6
4
年
に
完
成
し
た
東
海
道
新
幹

線
に
は
約
4
0
0
連
の
P
C
桁
が
採
用
さ

れ
る
な
ど
、そ
の
後
の
新
幹
線
、高
速
道
路

な
ど
に
多
く
の
P
C
橋
梁
採
用
の
先
駆
け

に
本
橋
梁
が
な
っ
て
い
る
。

　

第
一
大
戸
川
橋
梁
が
重
要
文
化
財
に
指

定
さ
れ
た
こ
と
は
、P
C
技
術
が
評
価
さ
れ

た
も
の
で
、こ
れ
を
契
機
に
よ
り
一
層
の

P
C
技
術
の
発
展
を
期
待
す
る
。

▲ コンクリートロッカーシュー（可動） ▲ コンクリートロッカーシュー（固定）

▲ 現在の状況（写真提供：甲賀市） ▲ 主桁と支承

▲ 橋梁近くの供試体
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